
第６学年 国語科学習指導案 
                            日 時 平成 18年 11月 22日（水）5校時 
                            児 童 6年 2組 男12名 女10名 計22名 
                            指導者 菅野 敦子 
                                              
１ 単元名   筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう 
２ 教材名  「平和のとりでを築く」 
       「自分の考えを発信しよう」－インターネットと学習 
３ 単元について 
（１）児童について 
   児童はこれまでに、「生き物はつながりの中に」で、文章の構成や表現に注意して筆者の考えを読み取 
  るために、問題提起文と対応する答えの文を指摘したり、段落ごとに要点をまとめたり、小見出しをつけ 
  段落相互の関係から文章の構成をとらえる学習をしてきた。また、文章を要約し、筆者の考えに対する自 
  分の考えを文章にまとめるために、要点をもとに文章を要約したり、題名の意味を考えながら筆者の主張 
  や意図をとらえ、要旨にまとめたり、自分の考えをまとめて書く学習をしてきた。 
   その結果、説明文の読み取り方法に慣れてきて、筆者の論の進め方について理解をするようになってき 
  た。しかし、一読して文章の中心を読み取る児童がいる一方、要点をつかみにくい児童もいるため、文章  
  の構成や要点をまとめられるよう、ワークシートなどを使い、文章を丁寧に読み取っていく活動が必要で 
  ある。ふだんの学習の中では、必要に応じてグループでの話し合いを入れ、どの子も自分の考えを持てる 
  ように心がけ指導してきた。考えに自信がもてず皆の前での発表をためらう児童も 4，5人グループであ 
  れば安心して考えを言い、互いに教え合ったり認め合いながら互いのよさから学んだことを広げたりする 
  態度が育ってきている。 
（２）教材について 
   第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら読むことがで   
  きるようにするとともに、読書を通して考えを広めたり深めたりしようとする態度を育てる。」ことである。 
  この目標を達成するため本単元の「平和のとりでを築く」では、「エ 書かれている内容について事象と 
  感想、意見の関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこと。」「イ 目的や意図などに応じて、文章 
    の内容を的確に押さえながら要旨をとらえること。」の指導が必要になる。 
   本教材は、広島の原爆ドームが世界遺産となった経緯を、筆者の思い、原爆ドームのたどった歴史、世 
  界遺産への道のり、筆者の伝えたい考えという構成で表しており、「書かれている内容について、事象と感 
  想、意見の関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら読む。」という（読むことエ）ねらいに迫ることの 
  できる教材である。続く「自分の考えを発信しよう－インターネットと学習」は、平和というテーマに関 
  わる多様な材料を集め、自分なりの考えをもち発信していくという、表現力を高めることができる教材で 
  あり、「自分の考えを明確に表現するため、文章全体の組み立ての効果を考えること。」や「事象と感想、 
  意見などを区別すると共に、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。」（書くことウ、 
  エ）の指導に適した教材である。 
   文章の特質としては、問いに対して明確な答えのある説明文ではなく、はじめと終わりには筆者の思い 
  が強く書かれている文章である。擬人法、比喩法などが使われ、児童が比較的スムーズに読み進めていく 
  ことができると思われる。戦争（原爆）で傷を受けた原爆ドームを例にして、その歴史を読み取りながら、 
  保存への道のり、多くの人々の希求する平和、筆者の伝えたい考えを読み取りこれからの社会のあり方を 
  6年生の児童に考えさせるにはふさわしい教材である。  
（３）人権教育の観点から 
   ①人権理解にかかわって  
    世界平和については、児童は生まれたときから平和な世の中に育っており、ふだんの生活ではあまり    
   意識してはいない。戦後 61年が過ぎ、戦争体験の継承が薄らいできている中、「平和のとりでを築く｣ 
   という教材で、筆者の考え方を読み取り、二度と戦争を繰り返さないように心に誓い、平和な社会をつ 
   くるために互いに違う立場の人間同士知り合い、歩み寄り理解し合えるよう話し合ったり、行動を共に 
   していくことの大切さについて考えていきたい。平和の一番のもとは、お互いをよく知り合うことであ  
   ると思う。ある年が来れば成人し、同じ世代を一緒に生きる子供同士であるので、グループで話し合う 



   際に互いの考えのよさを認め合いながら、互いによく理解し合うことができればと考える。 
  ②育てたい力について 

  「思考力･判断力」にかかわって 

    自ら課題意識をもち、学ぶ意欲をもつことができるようにするため、①「平和のとりでを築く」の冒 
   頭で、筆者の伝えたいことを読み取り、これに対して自分の考えをもち発信方法を考え発信するという   
   ことを知らせ、目的意識をもたせて学習を進める。②「自分の考えを持ち、それを表現(発信)する」と 
   いうねらいを達成するために、文章の構成や表現に注意して、筆者の考えを読み取ることができるよう 
   ワークシートを使用したり、文章への書き込み活動などをする。②筆者の考えに対して自分の考えを具 
   体的にもてるように、社会科の歴史学習と関連付けて学習を進める。③課題意識が続くよう関連図書、  
   資料などの準備をし、すぐ利用できるようにしておく。 

  「受容力」にかかわって 

    相手の立場や考えを尊重し、よさや違いを認め受け入れることができるようにするため、筆者の思い 
   を読み取る際に一人学びの後グループ学習を行う。その中で、自分の考えを友達と交流し合い、自分の 
   考えを広げたり、深めたりする助けとしたい。また、｢平和｣についての自分の考えを発信する場では、 
   社会科や総合学習で学習したことをもとに自分の考えをもたせ、グループでの学習を通して友達の考え 
   方から学ぶ場をとりたい。 

  「表現力･行動力」にかかわって 

    根拠を明らかにして、自分の考えを工夫して伝えることができるようにするため、①文章に書かれた 
   ことを正確に読み取り、要旨を正しくとらえさせるよう、事実と筆者の意見の違い、文末の違い、重要 
   語句に気を付けさせ学習を進める。②｢平和｣ について自分の考えを工夫して伝えられるように、自分 
   の考えの根拠となるような関連図書、資料を利用できるよう必要な情報を取捨選択させる方法を指導し 
   ながら学習を進める。その際、発信相手を意識させ、目的意識を大事にしながら指導にあたる。 
 （４）指導にあたって  
    「平和」というテーマについて、明確な根拠をもとに自分の考えを主体的に発信するために次の三点 
   を考慮して指導にあたりたい。一点目は、「平和のとりでを築く」の読み取りにおいて、筆者の考えを読 
   み取るために、題名や文章の構成、キーワードなどから筆者の考えを要旨にまとめられるよう学習活動 
   をつくる。文章を正しく読み取っていけるよう、ワークシートの利用や文章への書き込みなどの活動を 
   し、どの児童にも説明文の読み取り方の力をつけたい。二点目は、筆者の考えに対する自分の考えをま   
   とめるため、まとめた要旨をもとに、自分の考えを具体的に書けるよう指導する。ここでは、社会科で 
   戦争や広島について学び、関連図書を読んだり調べたりする時間を本単元と関連付けながら行っていく。 
   その際、子ども達が「もっと知りたい」と思う事柄に対応できるように、できるだけ図書や視聴覚資料 
   などを用意したい。三点目は、「自分の考えを発信する」という終末の課題をとらえ、課題追求の計画を 
   立てるなど、学習の見通しをもたせるようにする。また、自分が発信する事柄の根拠となるような情報  
   を進んで集め、読んだり、話し合ったりすることを通して自分の考えを拡充するようにさせたい。この 
   時、課題が似ているもの同士で情報交換したり、話し合ったりすることができるよう必要に応じて、グ 
   ループでの学習形態をとりたい。 
   以上のことを配慮し、どの児童も自分の考えに従って主体的に発信できるよう指導していきたい。 
  ４ 単元の目標 
   ○筆者の伝えたいことに対して自分なりの考えをもって読んだり、話し合ったり、意見文に書きまとめ  
    たりしようとしている                          （関心・意欲・態度）    
     ◎文章の内容を的確におさえながら要旨をとらえ、自分はどのように考えるかを明確にしながら読んで 
    いる。                                  （読むこと） 
   ○自分の考えを深めるために必要な資料を読み取っている。           （ 〃 ） 
   ○自分の考えを明確にするために、必要な材料を選び、整理して全体の組み立てを考えて書いている。                           

                                         （書くこと） 
     ○文中の語句や漢字の意味を理解し、指示語の効果的な使い方を身につけて、書いたり話したりする時 
    に適切に使うことができる。                       （言語の知識・技能） 
 



５ 単元指導計画（14 時間） 
過程 時 学 習 内 容 評 価 規 準 

  平和のとりでを築く 関心･意欲･態度 読むこと 言語事項 
第
一
次
学
習
の

構
え
と
見
通
し 

1 単元名、リード文、題名から学習の構えをもつ。 
単元構成を把握し、学習の見通しをもつ。 

題名から感じたこ

とを書いたり発表

したりしようとし

ている。 

単元構成を把握し、

これからの活動に

見通しをもってい

る。 

国語辞典を使って

語句の意味を調べ

ている。 

2 題名と第一段落から読みの課題を共通認識し、全文

を読む。 
読みの課題を考え

ようとしている。 
筆者の思いをとら

え、読みの課題を理

解している。 

題名の言葉の意味

について理解して

いる。 
3 文章構成をつかみ、小見出しをつける。 筆者の論の進め方

について進んで読

もうとしている 

文章構成をつかみ

小見出しをつけて

いる。 

重要語句に着目し

て要点をまとめて

いる。 
4 産業奨励館が原爆ドームと呼ばれているのはなぜ

か、どうして保存されることになったのかを読み取

る。 

原爆ドームの保存

について自分の考

えを書いたり発表

したりしようとし

ている。 

原爆ドームが保存

されるようになっ

たわけをとらえて

いる。 

指示語が示してい

る内容について理

解している。 

5 原爆ドームが世界遺産になったのはなぜか、そこに

うかがえる世界の人々の思いを読み取る。 
原爆ドームが世界

遺産になるまでの

経過をとらえよう

としている。 

原爆ドームが世界

遺産となったわけ

をとらえている。 

事実と考えを区別

して理解している。 

6 「平和のとりでを築く」で筆者が伝えたいことは何

かを考え、まとめる。 
筆者の考えをとら

えようとしている。 
筆者の考えを理解

している。 
文末の表現の違い

を理解している。 

第
二
次 

筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
る
。 

 
 

7 筆者の伝えたい考えに対する自分の考えをまとめ

る。（本時） 
筆者の伝えたい考

えに対する自分の

考えをまとめよう

としている。 

（書くこと） 
平和について自分

の考えをもちまと

めている。 

考えと理由を明ら

かにして文章を書

いている。 

  自分の考えを発信しよう 関心･意欲･態度 書くこと 言語事項 
8 発信する相手を意識して課題を設定することがで

きる。 
平和に対する自分

の考えを発信しよ

うとしている。 

自分の課題を具体

的に書いている。 
 

9 
 

平和についての言葉マップを書き調べることを具

体的にすることができる。 
伝えたい事柄を見

つけたり整理した

りするために言葉

マップを作ろうと

している。 

平和から連想する

言葉を集め、伝えた

いことを整理しよ

うとしている。 

中心語とかけ離れ

ない連想語を三つ

以内で書いている。 

10 発信したい主張を仮の要旨として、三文以内で書き
表すことができる。 

自分の伝えたい考

えを三文以内で書

き表そうとしてい

る。 

自分の伝えたい考

えを要旨としてま

とめることができ

る。 

主張、根拠、提案の

枠組みに沿って文

章を書いている。 

11 
12 

自分の課題に沿って要旨に説得力を持たせる材料

を集め、組み立てて文章を書くことができる。 
要旨に説得力を持

たせる材料を進ん

で集め、効果的に組

み立てて文章を書

こうとしている。 

事実や引用と自分

の考えを結びつけ

ながら、効果を考え

て組み立てて書く

ことができる。 

事実や引用、自分の

考えなどの語句に

気をつけて文章を

書いている。 

第
三
次 
自
分
の
考
え
を
発
信
す
る 

 
 

13 要旨をもとに文章として表現することができる。 要旨をもとに進ん

で文章に書こうと

している。 

事実と意見を書き

分けて平和に対す

る考えをまとめる

主述の関係や文末

表現などについて

推敲している。 



ことができる。 

第
四
次 

学

習
の
ま
と
め 

14 単元の学習を振り返り、平和に対する自分の考えの
変化や深まりについて話し合う。 
 

学習を通して考え

たこと、身につけた

ことを振り返るこ

とができる。 

自分の学習を振り

返って感想を書い

ている。 

 

 
６ 評価規準     

 A 十分満足 B 概ね満足 Cへの支援 
関心 
意欲 
態度 

 筆者の考えを読み取り、自分なりの

考えを持ち、進んで「平和」について

読んだり、話し合ったり、書いたりし

ようとしている。  

 筆者の考えを読み取り、自分なりの

考えを持ち、「平和」について関心を持

って読んだり、話し合ったり、書いた

りしようとしている。 

 「平和」に対して皆の話し合いから

自分の考えをもち、文章に書けるよう

にさせる。  

読む  筆者の考えを読み取り、平和への自

分の考えをもち、発信することができ

る。 

 筆者の考えをまとめ、自分はどのよ

うに考えるかを明確にしながら読んで

いる。 

 原爆ドーム保存、世界遺産登録への

住民の運動から、平和を希求する多く

の人々の気持ちを考えさせ筆者の考え

を読み取らせる。 
書く  自分の考えの根拠となる事柄を取材

し、効果的な文章の組み立てを考え表

現することができる。 

 自分の考えを明確に表現するため

に、材料を選び直したり、効果的な文

章の組み立てを考えたりしている。 

 自分の考えを初め、中、終わりを考

えて書けるようにさせる。 
 

 
７ 本時の指導    
 （１）目標  
      筆者の伝えたい考えに対して、視点を明確にして自分の考えをまとめることができる。 
 （２）人権教育の観点から       
        児童は、戦争の悲惨さについては理解しているが、世界の平和や平和維持のための活動について  
    はあまり理解していない。従って、平和について自ら考える場については、国連の平和会議やオリン 
    ピックなどのスポーツ交流、広島の平和式典などの写真資料を提示し平和活動について理解させ、自 
    分の考えをもたせたい。グループ学習で互いに認め合う場では、社会科での学習や学習発表会での取 
    り組みなど今まで学習したことを思い出して話し合い、互いの意見から学ぶ機会にしたいと考える。     
  
 （３）展開 （７／14時） 
段階 学 習 内 容 予想される反応 

指導上の留意点･支援（☆） 
評価（☐）人権教育の観

点（◎） 
つ
か
む 

５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考
え
る
⒘
分 

 

１ 前時の学習から筆者がこの文章 
  で伝えたかったことは何か想起  
  する。     
 
 
 
 
２ 学習課題の把握 

 ･学習課題を書く  
 
３ 戦争や平和活動について話し合う。 

 筆者の伝えたい考えについ

て、自分の考えをまとめよう。 

･戦争の悲惨さと平和を守ることの大

切さ 
･ひどい戦争を繰り返してはいけない

こと  
･文章を読んだ人に将来にわたって平

和の心を引き継ぎ、平和のための行動

をとっていってほしいこと。 
  
 
 
 
 
 
☆平和のとりでを築く観点の話し合い

をし、一人一人が平和を築くとはどう

いうことかについて話し合う。 

◎筆者が伝えたかった事柄に

ついて発表させる。 
〈受容力･思考力〉 
 
 
 
 
 
 
 
☐学習課題を把握できたか。

（観察） 
 



   ･原爆ドームを保存したのはどんな目 
  的があったからなのか。 
 
 ･平和のための活動はどんなものが 
  あるか。 
 

･平和へのシンボルとするため 
･戦争を忘れてはいけないため 
 
･国連の平和会議 
･オリンピックなどのスポーツ交流 
･広島の平和式典 
･憲法9条など  
☆世界平和のための活動についての資

料を提示し理解させる。 

 
 
 
◎平和のための活動は人権を

尊重するものであることに気

付かせる。〈思考力･判断力〉 

 
 
 
 
 
 

 

４ 筆者が伝えたいことについて自分 
  の考えをまとめる。 
 
 (1)筆者が伝えたいことについての  
  自分の考えを書く。 
  
 ･悲惨な戦争にならないために自分 
  はどうあればよいか考えて書きな 
  さい。 

 自ら考える場  

 
 
  

･私は、筆者の考えと同じ考えです。し

かし、世界ではテロや核実験など現実

には平和と言えない状況があります。

だから、そのままにしておかず身の回

りの人達に平和をすすめるよびかけを

していきたい。 
･自分の読んだ本では、自分と同じ世代

の人が差別され悲惨な生活や死に方を

しました。二度とこのようなことは繰

り返してはいけないと思います。 
☆考えの根拠として、今までの学習の

中から具体的な例を挙げて書けるよう

机間指導をする。 

 
 
 
 
 
 
☐筆者が伝えたいことについ

て自分の考えを書くことがで

きたか。（ノート） 
 
 
 
 
 

深
め
る 

⒗
分 

  (2)自分の考えについて班で話し合 
  い考えを深める。 

 互いに認め合う場  

 
 (3）班毎で話し合ったことを発表し 
   全体で考えを深める。 

 
    
 

･○班では、筆者の考えに対して、～と

いう考えが出されました。その理由は 

～や～等のようなことがあるから～の

様なことをしていきたいという考えが

出されました。 
･筆者の考えのように平和を守ってい

きたい。そのために一人一人が平和を

大切にし、行動することが大切である。

人間同士互いに知り合うために話し合

ったり、互いの立場を理解し、思いや

ることが大切である。  
☆平和のとりでを築く上で大事に

したいことをとらえ、今できるこ

と、将来できることに分けて考え

させる。 

◎自分の考えについて友達と

意見交流し、考えを深めさせ

る。〈受容力･思考力〉 
☐自分の考えを友達と交流す

る中で深めることができた

か。（観察、ノート） 
 
◎平和を維持するために大事

にしたいことについて考えを

深めるようにさせる。〈受容

力･表現力〉 
 

 

ま
と
め
る 

７
分 

５ 学習のまとめ 

 学習を振り返る場  

 ･自己評価 
 ･相互評価 
 
６ 次時の予告 
 

 
 
☆自己評価をし、今日の学習で学んだ

こと、友達の考えのよさについて発表

させる。 
 
☆次時は、発信に向けて学習をす

ることを告げる。 

☐学習課題について振り返る

ことができたか。〈ノート〉 
◎友達の考え方のよさを発表

し、認め合わせる。 

 



（４）評価 
   筆者の伝えたい考えに対して、視点を明確にして自分の考えをまとめることができたか。 
８ 板書計画 
 

 

平
和
の
と
り
で
を
築
く 

 
 

大
牟
田 

稔 

 

筆
者
が
伝
え
た
い
考
え
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う
。 

筆
者
の
考
え 

 

 

私
達
人
間
は
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
る
こ
と
で
、
核
兵
器
や
戦
争
と
い
っ
た
過
去
の 

あ
や
ま
ち
を
決
し
て
く
り
返
さ
ず
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
強
い
意
志

(

平
和
の
と
り
で)
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

平
和
を
築
く
た
め 

 
 
 
 
 
 
 
 

保
存
す
る
立
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

核
兵
器
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
う
っ
た
え
る
。 

    
 

平
和
会
議 

ス
ポ
ー
ツ
交
流 
 

平
和
式
典 

 
憲
法
九
条 

 
 

  
 

  

大
事
に
し
た
い
こ
と 

 

●
平
和
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
平
和
を
守
る
心
を
大
切
に
す
る
。 

 

●
憲
法
を
守
り
、
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
。 

 

●
人
間
同
士
互
い
に
理
解
し
合
う
努
力 

 
 

○
国
同
士
で
友
好
関
係
を
築
く
。 
 

●
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぎ
、
皆
で
い
ま
し
め
合
う
こ
と
。 

 

○
核
兵
器
の
不
使
用 

  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国連会議の

写真 

オリンピ

ックの写

真 

広島平和式

典の写真 

平和ドー

ム写真 
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